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令和元年6月号

最新医療紹介

1.はじめに
乳癌は、現在の日本で女性が罹患する癌の中では最も高

頻度であり、11人に１人が生涯で乳癌に罹患します。このうち、
遺伝性乳癌は５~10%であり、原因遺伝子の半数は癌抑制
遺伝子であるBRCA1/2であると報告されています。遺伝性
乳癌卵巣癌症候群（HBOC）はBRCA遺伝子の生殖細胞
系列変異により起こる単一遺伝子疾患であり、BRCA1また
はBRCA2に病的変異を有する女性の場合、70歳までの乳
癌罹患リスクは、それぞれ57%、49%、卵巣癌罹患リスクは、
それぞれ40%、18%と一般女性の罹患リスクよりはるかに高
いことが知られています。また、変異が子に引き継がれる確
率は50%であり、生涯にわたる癌発症リスクと向き合うだけ
では無く、遺伝の問題に向き合う必要が生じます。

2.BRCA1/2遺伝子変異と発癌
DNAは内的･外的要因により日常的に様 な々損傷を受け

ていますが、正常な細胞ではDNAを修復する機構が備わっ
ています。このうち、BRCA1/2タンパク質は、DNA二本鎖切
断の相同組換え修復に働きます。BRCA遺伝子変異保有者
では一方の遺伝子には変異があるため、もう片方の遺伝子
に後天的に変異（体細胞変異）が起こると、DNA修復不全
のため遺伝子異常が蓄積しやすくなり、癌化につながります。

3.BRCA遺伝子変異陽性乳癌に対する新しい治療
DNA一本鎖切断の修復にはPARP [poly (ADP-ribose) 

polymerase]が塩基除去修復に働きます。BRCAの二本鎖
修復とは相補的に働き、一本鎖切断が修復できなかった場
合二本鎖切断へと変化し、BRCA正常細胞では二本鎖切
断の修復が行われます。このような関係にあるPARPと
BRCA1/2双方が阻害されることで細胞が死に至ります。こ
のように2つの遺伝子（タンパク質）のどちらか一方に異常が
ある場合は影響が無いが、双方に異常がある場合に致死的
になる状況を「合成致死」と呼び、PARP阻害剤は合成致死
を利用し、癌細胞特異的な細胞死を誘導する薬剤です。す
なわち、PARPが阻害されると、一本鎖切断が修復されず、
二本鎖切断が形成されます。BRCA1/2の機能が欠損して
いる癌細胞では、二本鎖切断の修復も行えないため細胞死

に至ります（図1）。PARP阻害剤であるオラパリブはHER2
陰性BRCA変異転移性乳癌に対して、標準的化学療法と比
較して有意に無増悪生存期間を延長することが示され（図
2）、本邦でも2018年7月に承認されました。
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令和元年度 諫早医師会との連絡協議会

令和元年6月6日、諫早のL＆L　ホテルセンリュウに
て、恒例の『長崎医療センターと諫早医師会との協議
会』が行われました。この協議会は、“Face to Faceで
意見交換をおこないながら、より緊密で良好な医療連
携を築く”という趣旨の下に、この時期に毎年開催され
ています。今年は、諫早医師会からは『小児の頭部外
傷患者の受け入れ』と『在宅への退院時の医療連携』
についてのお尋ねがあり、当院の状況について八橋、
黒木臨床研究センター長、吉田統括診療部長が説明
をおこないました。また当院からは八橋が『今回の多
剤耐性菌感染に対する長崎医療センターの対応』に
ついて、特に当院の高度救急救命センターを閉鎖した

副院長　八橋 弘

経緯と再開に向けての取り組みについて説明をおこな
うとともに、引き続き、ご理解とご協力をいただけるよう
にお願いを申し上げました。

諫早医師会からは山口実医師会長をはじめとする
31名の先生方が、当院から江﨑宏典院長をはじめと
する25名の先生方が参加されました。協議会の後に
は、丸いテーブルをはさみ、お互い杯を傾けながら懇
親を深めました。当院の現在の困難な状況に対して、
多くの諌早医師会の先生方から、『頑張れ！』という暖
かいお言葉をいただき、とても励みになりました。有難
うございます。今後とも何卒宜しくお願いいたします。

病院機能評価に向けてのキックオフミーティング開催

令和元年5月21日、あかしやホールにて病院機能
評価に向けてのキックオフミーティングを開催しました。
病院機能評価は5年ごとに更新することが定まってい
ることから、令和2年の1月末に次回の受審を予定して
います。

キックオフミーティングでは、評価機構の小松原嘉哲
様に来院いただき、1.病院機能評価とは、2.病院機能
評価の全体像、3.訪問審査体系、4.サポートメニューに
ついて講演、解説いただきました。従来の審査と異なる
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点は、その病棟の典型的な1症例の経過をたどりなが
ら病院の診療状況を評価するケアプロセス（症例ト
レース型）調査が導入されたことです。事前に病院が
指定できる症例と審査当日に指定される症例があるこ
とから、審査の為に急遽準備するのではなく、普段おこ
なっている診療レベルを事前に一定の水準に引き上
げる必要があります。当院の診療機能を向上させる良
い機会として受け止め、病院機能評価に向けて職員
一同頑張ってゆきたいと思います。

4.おわりに
乳癌におけるオラパリブの適応決定には、コンパニオン診

断としてのBRCA遺伝的検査を行うことが必要です。変異が
ある患者さんにとっては、PARP阻害剤という治療選択肢が
広がると同時に、血縁者にも影響を及ぼす可能性があります。
そのため、BRCA遺伝的検査を行うためには、遺伝カウンセ
リンク加算の施設基準に係る届出を行っている保険医療機
関との連携体制を有することが必要です。また、遺伝学的検
査に関する基礎知識に関して主治医も習得しておくことが求
められます。

（2019年6月より、当院でも長崎大学病院との連携で、
BRCA遺伝検査が施行可能となりました。）
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